
林内に生え、まばらに分枝して高さ1-2mになる常緑低木。若枝には短毛が密生し、根は細長い数珠状に

肥厚する。ふつう托葉の内側に長さ1-2mmの短い刺があるが、ないものもある。葉は楕円形または長楕円

形で先は鋭くとがり、基部は鋭形ときに鈍形または円形、両面は無毛、葉身は長さ4.5-10cmになる。4-5

月、枝先または葉のわきにできる短い花序に(1-)2個の花をつける。花冠は白色、筒は長さ約9mm。

標本は多数確認されている。

－
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希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Damnacanthus  macrophyllus  Siebold ex Miq.

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

宝塚市、加西市、姫路市、神河町、香美町、丹波市

■ 国内分布

本州（近畿以西）、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 ○ 特殊な分布

アカネ科

兵庫県ランク…オオバジュズネノキ
環境省ランク… －


